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人工知能と機械学習
コンピュータ囲碁，自動運転車，会話ロボット
など，私達の身の回りの様々な場面で
「人工知能」が利用されるようになってきた．

「人工知能」の背後では，コンピュータにヒトの

ような学習能力を持たせる機械学習の技術が
用いられている．
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http://www.cnbc.com/2015/10/14/
tesla-rolls-out-autopilot-technology.html

http://gigazine.net/news/
20160317-google-alphago/

http://www.softbank.jp/corp/group/
sbr/news/press/2014/20141029_01/



科学技術・学術政策研究所 小柴研究員 作成

最近の10年間においては、機械学習のトレンドが顕著となっている。
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アメリカ⼈⼯知能学会



「人工知能」に関係する国際会議 4
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※産総研・神嶌先⽣資料より抜粋（⼀部改変）
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2016: 3000+

※産総研・神嶌先⽣資料より抜粋（⼀部改変）

Geoff Hinton, Yann LeCun, Yoshua BengioなどもNIPSが主戦場

2016: 6000+



ICML2016の採択論文の分布 6
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投稿論文数：1322
採択論文数：322 (24.4%)



NIPS2016の論文カテゴリ 7
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投稿論文数：2500

ロングテールで無数のトピックが続く

各カテゴリでの採択率はそれほど変わらない

採択論文数：568 (22.7%)
日本からの論文：11(1.9%)
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研究業界の動向のまとめ

機械学習・画像処理・自然言語処理など，
広い意味での「人工知能」の国際会議で，
日本の存在感は薄い

国際会議での論文占有率は数%程度

中国・韓国は，欧米の大学・企業に
所属している学生・研究者が多数いるため，
かなりコミュニティに溶け込んでいる

世の中は，ビッグデータ＋深層学習ブーム
だが，理論系の学会では必ずそうでもない

様々なアプローチが切磋琢磨
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平成29年度政府予算案 2,950百万円
（平成28年度予算 1,450百万円）

平成29年度政府予算案 4,159百万円
（平成28年度予算 3,998百万円）

平成29年度政府予算案 7,109百万円
（平成28年度予算 5,448百万円）

※運営費交付金中の推計額含む

平成29年度政府予算案
1,722百万円（新規）



AIPセンターの研究拠点

日本橋一丁目
ビルディング15階
（東京駅徒歩６分，
日本橋駅直結）
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自由にディスカッションできるスペースを設置

入口
COREDO
日本橋の上



AIPセンターの研究体制

人工知能の応用範囲は基礎科学からビジネス
まで多岐にわたるため，様々な外部組織と連携

企業・大学・研究所・国プロ・理研内コラボ

３つの研究グループ：

汎用基盤技術研究グループ：
理論に基づく汎用的な基盤技術を開発

目的指向基盤技術研究グループ：
特定の応用分野に特化した基盤技術を開発

社会における人工知能研究グループ：
人工知能の普及に伴う社会的影響を議論

応用プロジェクトを通して３研究グループが連携

11



理研AIPセンターの取組

短～中期の取組：現在のAI先端技術を活用して

日本が元々強い分野を更に強化（iPS，モノづくり等）

国内で行う必要のある社会課題を解決（ヘルスケア，
防災・減災，インフラ検査，観光等）

国内大学・企業の人材育成（先端研究OJT，教育）

深層学習の原理を解明し，更なる性能・効率の向上

中～長期の取組：次世代のAI基盤技術を開発して

深層学習で太刀打ちできない難題を解決（限定情報
学習，オンライン学習，ロバスト学習，因果推論等）

新産業の創生（産業界と連携して，高度な数学に基づく
次世代AI基盤技術をいち早く実用化）
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